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研究の概要（４行以内） 
本研究では、授業内外（フォーマル・インフォーマル）の教育・学習活動のログを全て蓄積
し、教育・学習を支援するための クラウド情報基盤 を研究開発する。単に分析で終わるの
ではなく、分析結果を即座に教育・学習の現場で利活用して、教育・学習を改善し、さらに
その後もデータを収集・分析して、効果を検証するという過程を循環させる。 
 

研 究 分 野： 

キ ー ワ ー ド：ラーニングアナリティクス、教育データ科学、学習分析、教育工学 

１．研究開始当初の背景 
現在、教育分野では、学生の主体的な学び

を促進すると共に、それを保証するための、
教員の教育力の向上、教育の改善を目指して
様々な取り組みが行われている。また、2020
年度には小等中等教育において、デジタル教
科書を導入する計画がある。これらが実現さ
れた場合、デジタル教科書に関する様々な活
動ログが全国規模で日々集約され、教育ビッ
グデータを形成する可能性がある。現在のと
ころ、教育工学・学習科学の研究分野では、
学生が授業の内外において、教科書やデジタ
ル教科書を用いて、学生がどのように学習し
ているかは、まだ分かっておらず、上記の教
育ビッグデータを用いることにより、学びの
プロセスを解明することができ、教育や学習
の効果を向上させることができると考えられ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究では、授業内外（フォーマル・インフ
ォーマル）の教育・学習活動のログを全て蓄
積し、成績や履修情報等と統合することによ
り、教育ビッグデータを構築し、教育・学習
を支援するためのクラウド情報基盤を研究開
発する。これは、従来の学習分析(Learning 
Analytics)の研究のように、単に分析で終わ
るのではなく、分析結果を即座に教育・学習
の現場で利活用して、教育・学習を改善し、
さらにその後もデータを収集・分析して、効

果を検証するという過程を循環させる。ま
た、初等中等高等教育や社会人教育等に広く
利用し、その有効性を検証する。さらに、生
涯にわたる学習ログの記述・管理の手法、そ
のオープンデータ化・匿名化の手法、並び
に、教育ビッグデータの分析・可視化手法と
それに基づく、主体的な学びを促進するため
の新しい教育・学習理論について研究する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、(1)データ収集、(2)データ統
合、(3)データ分析、(4)データ可視化、(5)
教育的インタラクションにわけて、クラウド
情報基盤システムを研究開発する。また、毎
年、機能を追加しつつ(6)プロトタイプシス
テムを開発し、1年目は九州大学全学にて
(7)実証実験を行いながら、システムを改善
していく。2 年目はシステムを完成し、公開
し、他大学でも実証実験する。3 年目は、大
学だけでなく、初等中等教育、4 年目は、企
業内教育、社会人教育、5年目は海外でも実
証評価を行う。さらに、教育ビッグデータの
(8)オープン化や新しい(9)教育・学習理論に
ついても研究する。 
 
４．これまでの成果 
本研究では、図 1 に示す、LA の枠組みを研究

開発した。この枠組みは、(1)デジタル教材配

信システムなどの学習活動の記録を行う行動

センサー、(2)LMS や行動センサーのログを蓄
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積する LRS(Learning Record Store)、(3)LRS
のデータ分析の結果を提示するダッシュボー

ドからなる。LMS との連携は他の学習支援ツ

ールの連携の標準規格である IMS LTI 
(Learning Tools Interoperability)を用いるこ

と に よ り 、 Moodle 、 Sakai 、 Canvas, 
Blackboard などの LTI 機能をもつ多くの

LMS に導入可能である。デジタル教材配信シ

ステム BookRoll（図 3）は、教員が作成した

教科書や講義スライドを PDF の形でシステ

ムに登録すれば、それを学習者が Web ブラウ

ザで閲覧できるシステムである。その際、教

材の閲覧ログがサーバー側に記録されるとい

う特徴がある。ダッシュボード（図 4）は、閲

覧ログの情報を可視化して表示する。 

 
 図 1: LA プラットフォームの構成図 
 
京都大学では 2017 年 10 月からいくつかの

講義で LA の枠組みを利用している。この枠

組みの特徴を以下に示す。 
(1) 行動センサーやダッシュボードと LMS

との認証連携は IMS LTI を用いることに

より、LA の基盤システムは特定の LMS
には依存しないため各種の LMS への導

入が容易である。 
(2) データ分析に必要な情報が匿名化（仮名

化）されて LRS に蓄積されるため、研究

者がデータを利用しやすい。 
さらに、小中学校や高校、大学と分散してLRS
に蓄積された学習記録を、ブロックチェーン

を用いて、つなぐ枠組みも提案している。 
 
５．今後の計画 
今後は、本研究で開発中の教育データの利活
用のためのフレームワークを社会実装してい
く予定である。特に、初等中等教育機関、及び
学習塾などを含めた私教育との間のデータ連
携を行い、実証実験する予定である。そのた
めにも、日本全体で、教育データを収集・利活
用するための社会制度作りは重要である。引
き続き、学会や学術会議などで議論していく
予定である。 
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